
                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 9 月発行 

熊本工業高等学校 

生徒保健委員会 

中村(情報２)作村(建築 3) 
ヘルテック ９月号 

 

９月２９日は 体育大会！ 体調管理は万全ですか？ 

体育大会の練習が始まりました。体調が万全

でないときは、集中力を欠いて、けがや事故が

起きやすくなります。 基本的なことですが、

「早寝、早起き、朝ごはん」を心がけ、体調の

自己管理を徹底しましょう!! 

 

1年

47%

2年

27%

3年

26%１年生に負傷者が多いようです。 

科の総責（総括責任者）や役員は、科の練習等で、下級生に体調不良者

がいないか、しっかり観察し、安全に配慮しよう！ 

熊工生の昨年９月の保健室来室者《学年別にみると…》 

全国の統計（スポーツ振興センター資料）では・・・ 

～清潔でさわやかな熊工生ってステキ！！～ 

 毎日、体育大会練習でたくさん汗をかきます。汗臭い体育服にならないよう毎回洗濯しよう！！ 

また、実習服もロッカーに入れたままにしてない？ 定期的に洗濯し、さわやか熊工生でいよう！ 



参加した保健委員の感想(一部抜粋） 

 

普段使っているアプリが原因で事件

などが起きてしまうと、自分はそのア

プリを使っていて本当に大丈夫なのか

心配になることもある。ネットの悪い

面がある一方で、今回、ネットが人を

幸せにすることができるツールでもあ

るということを学んだ。今一度、ネッ

トの利用法について考えていきたいと

思った。 

身体的健康 体力低下、運動不足、低栄養状態、視力低下など
精神的健康 睡眠障害、昼夜逆転、意欲低下、うつ状態など
学業・仕事 遅刻、欠席、居眠り、成績低下、退学、解雇など
経済 浪費、多額の借金など
家族・対人関係 暴言、暴力、浮気、離婚、育児放棄など

研修内容 

研修１ 講話「ネット依存について」 

      講師 希望ヶ丘病院 副院長 杉本 啓介 先生 

研修２ 講話「スマホの向こう側」 

     ～自分と友だちを傷つけないインターネットと自分の距離～ 

研修３ シンポジウム「自分たちで創造するスマホがある明るい未来」 

      講師及びコーディネーター 

熊本市教育委員会学校教育総合支援課サポート班 

指導主事 田中 慎一朗 先生 

第１回生徒保健委員会連絡協議会 報告 
～期日 令和元年 7 月 12 日(金)～ 

ネット依存と引き起こされる問題について 
＜ネット依存とは＞ 

インターネット使用が程度を超えてしまい、日常生活にも支障をきたしている状態のこと。 

＜引き起こされる問題＞ 
 

 

 
 
 
＜予想よりも多い！？中高生のネット依存＞ 

厚生労働省が調査した結果（右グラフ）、中高生に 

おけるインターネトの不適切使用は男女とも 2 割を 

超えており、近年身近な問題になりつつあります。 

また、このデータは平成 24 年のものなので、 

スマートフォンが普及した現在は更にネット依存の 

割合が増加している可能性があります。 

＜ネット依存をどうしていくか・・・＞ 

・時間の使い方を考える。 

・現実とのつながりを大切にする。 

・実際に頑張る目標やネット以外の楽しみを増やす。 

極度のネット

依存は生活を

破壊する!! 

シンポジウムでは、インターネットの悪い面ばかりで

はなく、熊本地震で学生がボランティアを集めた事例な

ど、良い面も多くあることを学んだ。また、スマホで起

きた事件の事例をもとにディスカッションがあり、そこ

で一番分かったことは、子どもだけではなく大人でさえ

理解できていないことが多いということです。そして、

これからのスマホのある明るい未来を創造していくため

には、大人だけで全てを解決するのではなく、子どもも

一緒に話に加わっていくことが重要だと感じた。 

 
熊工生は受付を担当しました 


